年　　組社会科（歴史）学習指導案
日　時　平成　　年　　月　　日(　)　[第　校時]

場　所　　年　組教室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　教育実習生　　　　　　
1　単元名　　「立憲政治の始まりと日清・日露戦争」
2　単元について

　　この単元では、近代国家のスタートを切った我が国が、日清・日露の2つの戦争を通じて急速に産業革命を進展させ、また開国以来の欧米諸国に対して結んでしまった日本にとって不平等な条約の改正のために、様々な努力をしながら、欧米諸国の仲間入りをしていく過程を学習する。

　　この時期は我が国が近代国家へと成長をしていく中で、国内的には様々な社会問題が起き、対外的には近隣アジア諸国への帝国主義的侵略を開始する。特に、本時で扱う朝鮮の支配をめぐって争った日清戦争は、近代日本にとって最初の戦争であり、清に与えた被害も自国民に与えた被害もかつてない程大きいものであった。また、この戦争は欧米列国による清への本格的な侵略のきっかけを作った戦争でもあった。
　　本時の学習の指導に当たっては、条約改正が国民にとってどれほど必要であったか、当時の日本国民の心情に触れることができるよう資料の活用や教材の工夫をしていきたい。また戦争の様子等については、教師側の説明を最小限に止めて、生徒自らが問題を解決できるように進めていきたい。
3　生徒の実態

　　本時で扱う日米修好通商条約の改正と日清戦争に関しての事前調査によると、日米修好通商条約の不平等な点、2点（日本に関税自主権がないこと、領事裁判権がアメリカに認められていること）を正確に挙げられる生徒が23％、どちらか1点のみを挙げられる生徒が26%であった。更にその内、領事裁判権を挙げた生徒が圧倒的に多かった。しかし領事裁判権がどのような権利かという問いに対しては、正確に説明出来た生徒が12％と半数に満たなかった。このことから、語句のみを単に暗記していて実際の内容、その語句はどういう事かというところまで理解が出来ていないという事が分かる。また日清戦争はどちらが勝利したかという問いには｢日本｣と正確に答えた生徒が62％と多かった。「清」と答えた生徒は一人もおらず、日清戦争の結果についての知識は多くの生徒が持っていることが分かる。日清戦争がなぜ起きたかという問いに対しては、｢朝鮮を争って清と対立した｣など、おおまかに説明できた生徒が全体の5％と非常に少なかった。中には、「アヘンを巡って」や｢日本の挑発行為により攻撃を受け、再度日本が戦争を仕掛けた｣などの回答もあり、江華島事件と混同していることが考察できる。
これらの調査より、生徒の理解度には大きな個人差があることが分かる。更におおまかな出来事やそれを指す言葉自体は知っているが、細かい具体的な内容には理解がなく、それらを考えるための繋がりのある知識も身に付いていない。または身に付いていても他の知識としっかり区別がついていないということも把握できた。

以上のことより、授業に当たっては当時の人々の感情や、時代背景などの視点から当時の世界から見た日本、また日本から見た世界について考えさせたい。特に日清戦争については生徒自ら繋がりのある知識を得ることが出来るような授業を展開したい。
４　単元の目標　

　＜関心・意欲・態度＞

・19世紀後半の国際関係に興味を持ち，関連づけながら日清・日露戦争の起こった理由や背景について意欲的に調べ、追究することができる。

　＜思考・判断＞　

・日清・日露戦争における欧米諸国の利害関係や国内の様子、戦争の影響について、多面的・多角的に考察し、公正に判断することができる。

　＜資料活用・技能・表現＞

・日清戦争から韓国併合までの日本の動きをノートにまとめ、説明することができる。

・鉄道の広がりや産業の発展を地図やグラフを使って調べ、まとめて説明することができる。

　＜知識・理解＞

・国際的な地位の向上と大陸との関係のあらましを、日清・日露戦争、条約改正を通して理解することができる。

・近代文化の形成を、学問・教育・科学技術・芸術などの発展から理解することができる。

5　単元の指導計画

1）、国会開設をめざして　　・・・1時間　　　　　6）、保護国から植民地へ　　・・・1時間
2）、立憲政治のはじまり　　・・・1時間　　　　　7）、各地に工場が　　　　　・・・1時間

3）、朝鮮をめぐる戦い　　　・・・1時間（本時）　8）、糸を引くのも国のため　・・・1時間
4）、激動する東アジア　　　・・・1時間　　　　　9）、広がる新しい文化と生活・・・1時間

5）、東アジアの大戦争　　　・・・1時間

6　本時の指導

　（1）本時の主題　　「朝鮮をめぐる戦い」

　（2）本時の観点別目標

①日本が国内の近代的な諸制度を整えたことや、東アジアの国際情勢の変化から条約改正の道が開け、国際的地位を高めたことを理解する。【知識・理解】
　②朝鮮をめぐる清との勢力争いが、日清戦争にどのように繋がっていったのかを考える。【思考・判断】

③日本、朝鮮、清それぞれの国の内情、動きから、どのようにして日清戦争が始まり、またその後どうなっていったのかを資料を基に調べ発表する。【資料活用】
（3）本時の展開
	段階

	時配
	学習内容と活動
	指導上の留意点

	導入

	10分

	○条約改正

・幕末に結んだ不平等条約を思い出す。

・どんな点が日本にとって不平等であったか再確認する。
・教科書ｐ126のノルマントン号事件の風刺画から不平等条約改正の必要性に気付く。
・条約改正までの流れ、また他国の情勢についても理解を深める。
	・日付、主題の板書

・幕末に結んだ不平等条約を覚えているかと問い、教科書ｐ113「黒船の衝撃」に注視させ思い出させる。
・条約の内容について復習し必要であれば関税自主権、領事裁判権について説明する。
・風刺画を基に日本国民が改正に向けて努力をしたことを理解させる。
・資料集ｐ104「条約改正の経過」を活用し条約改正の流れを理解させるとともに、日朝修好条規についても触れるが深入りしないように留意する。


	展開①

	15分

５分
	日清戦争が起きた背景や戦争後の各国の様子について調べよう。

	
	
	○日清戦争

・資料「東学党の乱」「宣戦布告文」、教科書ｐ12７「日清の対立と朝鮮」「日清戦争と下関条約」、資料集ｐ105「日清戦争」を基に日本、朝鮮、清それぞれの当時の国内の情勢や動きを読み取り日清戦争が始まるまでの流れをノートに記入する。
・調べた事柄を発表する。

予想される発表内容

・日本「朝鮮が欲しかった」「朝鮮に勢力を広げようとした」「清と対立していた」等

・朝鮮「日本と不平等条約を結んでいた」

　　　「近代化をめざした」「東学党の乱を起こした」等

・清　「朝鮮に勢力を広げようとした」「朝鮮を属国にしていた」「日本と対立した」等
	・日本、朝鮮、清と並列に板書する。

・資料を配付してそれぞれの国の内情を調べさせる

・机間指導をしてアドバイスする。

・なるべく多くの生徒から意見を聞くようにする。

・生徒から出た事柄を、それぞれの国に合わせて板書する・

・日本は朝鮮に勢力を広げたかったこと、しかしその動きに対して清が壁となっていたこと、また朝鮮は日本から不平等条約などの被害を受けていたことを気付かせる。

・宣戦布告に至った要因を、生徒の意見の中から引き出したい。

	展開②
	10分
	○下関条約

・日清戦争において日本が勝利したことを知る。

・日清戦争の勝利によって下関条約を結んだ事を理解する。

・下関条約によって日本の得たものを挙げる。

・賠償金の使用途について考察する。

・資料集ｐ105「下関条約」から賠償金の使用途について理解し、日本が今後どのような国を目指していったかを知る。
	・日本が勝利したという事を生徒に答えさせ、資料集ｐ105「下関条約」に注視させる。

・日清戦争の勝利後、清と結んだ講和条約は何かと問う。

・資料集ｐ105「下関条約」から生徒に考えさせる。

・賠償金の大半を軍事費に充てたことを説明し、その後東アジアの中で日本はどのような地位を築いていったかについて考えさせる。

・時間があれば生徒に問いかけ、答えさせる。

	まとめ
	10分
	○東アジアの国際関係

・風刺画の吹き出しにセリフを入れる。

・発表する。
	・本時に展開した各国の関係が理解できているか確認する。

・それぞれに役柄を与えて発表させる。

	（４）板書計画
５／２６「朝鮮をめぐる戦い」～日清戦争はどのようにして始まったのだろう～

・条約改正　　　　　　　　　　　　　　日本　　　　　　朝鮮　　　　　　清　　　　　　下関条約
　ノルマントン号事件　　　　　　・朝鮮欲しがっていた　・近代化目指す　・朝鮮支配　　　　　・朝鮮の独立
　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　条約改正　急務　　　　　　　　・日朝修好条規　　　　・甲午農民戦争　・日本を牽制　　　　・賠償金（２億両）
　　　　　↓

1894年　領事裁判権　撤廃　　　・清と対立　　　　　　・　　　　　　　・日本と対立
　　　　　↓

1899年　関税自主権　一部認　　　　　　　　　　（生徒の意見を板書）
　　　　　↓

1911年　対等に


資料プリント「日清戦争」
	・東学党の乱（1894年）

　　朝鮮では、1875年に結ばれた日朝修好条規という不平等な条約ために、日本からの輸入品に税金をかけることができず、大きな不利益を受けていた。このような状況の中で、農民や兵士や市民の間で、朝鮮の政府や日本に対する不満が高まった。そして、のちに「東学党」（「東学」は、西学＝キリスト教に対抗しようとする宗教）と呼ばれる人たちが中心となって反乱が起こった。この反乱をおさえるために、朝鮮政府は清国に出兵をたのんだ。

・日本と清の宣戦布告文

　　日本側――「朝鮮国は独立国であるのに、清国は自分の国の属国であるといって、朝鮮の国の政治に口出しをし、朝鮮に兵を出し朝鮮の平和を乱している。日本の利益や権利がおかされ、東洋の平和が危うくなったので、朕はやむをえず戦う・・・」

　　清国側――「朝鮮が清国の属国であることは200余年以来のことであるのに、日本は朝鮮を武力でおどかし、条約を守らず困ったものだ。清国は朝鮮国民の苦しみを救うために出兵する。」




※風刺画添付
第　　学年　　組　社会科（歴史的分野）学習指導案
指導教員名　　　　　　
授業者　　　　　　　　
　場所　　年　　組　教室
１、【単元名】古代国家の誕生と聖徳太子の政治改革
２、【単元について】
　大和政権の支配は不安定なもので、６世紀初めに筑紫国造磐井の乱が起こり、中央の豪族も農民や土地の支配し勢力を強めていった。そして、蘇我馬子は渡来人と結び、財政権を握り、物部氏を滅ぼすと政権を独立するようになる。政治が危機的な状況の中、推古天皇の摂政に即位した聖徳太子は、蘇我馬子と協力し、天皇を中心とする中央集権、地方組織の編成を進めることとなる。
日本列島が誕生すると日本独自の文化である縄文時代が生まれ、土器が開発された。土器の開発により、今までの、狩猟・採集の文化の生活から発展し、食料を貯蔵が始まり、人々は集団で生活をするようになった。弥生時代になると、中国や朝鮮から稲作が伝わり、農耕社会が成立した。稲作の普及は社会に大きな影響を与え、人々は余剰生産をめぐり争いを始めた。このころ、人々の間に身分の差が生まれ始める。中国の文献からは、日本に小国が誕生したことや邪馬台国の様子を読み取ることができ、古墳文化の前方後円墳やその分布からは、小国同士が連合を組み、次第に日本全土に支配を広げたことがわかる。
　以上のように、この単元では、日本社会が「むら」から「くに」へと変化を遂げ、豪族の連合国から天皇を中心とした国家を形成する過程を学習する。
３、【生徒の実態】
　授業中は、男子を中心に発表が期待できる。時折集中を欠いてしまう場面があるので集中を欠かせない授業や指導を行っていきたい。
　クラスでアンケートをとったところ、社会科が好きと回答した生徒は、60％強いたが、嫌いと回答した生徒の大半は「覚えることが多い。」と回答している。歴史と地理のどちらが好きかという質問には、大半の生徒は歴史が好きと回答している。地理の方が好きと答えた生徒は、「地理の方がわかりやすい」と回答している。
　一部の生徒は、暗記物という観点から社会科に抵抗がある。地理の場合は、自分が既に持っている知識（国名や気候）と関係が深く、学習することに抵抗を感じにくいが、歴史は初めて知る情報が多く抵抗を感じやすいことが予想される。よって、生徒の持っている知識に結びつけ、自然と記憶に残る指導を心がけたい。また聖徳太子の知識に関しては、小学校で学習しているため、大半の生徒が、冠位十二階、十七条の憲法は記憶している。推古天皇の摂政など印象的な事柄は記憶している。
４、【学習目標】
（１）日本の国家形成を東アジアとのかかわりの中で理解する。
（２）聖徳太子がどのような政治を目指したのかを考察する。
５、【学習計画】（４時間扱い）
	時
	学習内容
	観点別評価基準

	１
	・大和政権の発展・古墳文化
	・古墳の広がりから大和政権の発展を理解できたか　　　　　

	１

	· 中国・朝鮮との交流
· 大陸文化を伝えた渡来人
	・大和政権の動きを、中国・朝鮮とのかかわりの中で理解できたか　　

	１
	· 中国大帝国の出現と日本
	・大陸の文物や制度を積極的に取り入れながら国家の仕組みが整えられたことを理解できたか

	１
	· 聖徳太子の政治革命
（本時４/４）
	・聖徳太子が天皇中心の政治を目指したことを理解できたか


６、【本時の目標】
（１）小学校の学習を活かし、聖徳太子が目指した政治を、生徒自身が考察する。
（２）大王と豪族のかかわりのなかで、聖徳太子が目指した政治を理解する。
	
	学習内容と活動
	支持支援の内容
	資料
	時配

	
	教師の発問と働きかけ
	予想される生徒の反応
	
	
	

	既習事実の確認
	・聖徳太子は誰ですか。
・聖徳太子がどんな政治を行ったか思い出してみよう。」
	「推古天皇の摂政をしていた。」
「一人で10人以上の話を同時に聞くことができる。」
「冠位十二階」
「十七条の憲法」
「遣隋使」
「法隆寺」
	· 挙手による発言を求め授業への参加を促す。
・４人班をつくり、班内で確認し、内容もまとめてみる。
	
	10分

	問題の提示
	
	
	・豪族の立場や争乱から、大和政権が不安定な国家だったことを気付かせる。
	
	

	
	
	聖徳太子はどんな国を作ろうとしたのか
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	予想

	・自分の考えを発表してください。
・聖徳太子はどんな国をつくろうとしたのだろう。
・班で話し合ってください。
	「平和な国」
「まとまりのある国」
「天皇を中心とする国」
「天皇中心の国をつくろうとした。」
	・政治の内容から、聖徳太　　　子が天皇中心の政治を目指したことを気づかせる。
	教科書
P32


	25分

	検証
	・磐井の乱、豪族同士の争乱を年表で確認してみよう。
・豪族同士の争乱がおこり、蘇我氏が実権を握ったことからわかることはなんですか。
	「天皇は実権をもっていなかった」
	・年表を見ながら一連の流れを確認する。
・聖徳太子が天皇中心の国を作ろうとしたことに繋げる。
	年表　資料
	15分


板書案
	　　
聖徳太子はどんな国をつくろうとしたのか

・十七条の憲法

　（役人の心構え）

・冠位十二階
　　　　　（能力ある人材を登用）

・遣隋使

　　　　　（中国の文化を取り入れる）

・法隆寺

　　　　　（仏教を重んじる）

　　　　　　　　　

聖徳太子は天皇中心の国をつくろうと考えた

	・磐井の乱（地方豪族の反乱）

· 中央豪族も力を強める

・豪族同士の争い

蘇我氏・渡来人　　⇒　物部氏滅ぼす

蘇我馬子が政治の実権を握る

　　　　

　　　　　天皇は実権をもっていなかった


